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(57)【要約】
【課題】遠隔操作装置から操作信号を受信した場合の赤
外光の影響を抑制して、環境光に応じて安価に精度良く
色温度を調整することができる映像表示装置を提供する
。
【解決手段】映像表示装置１の制御部７には、リモコン
８から操作のためのリモコン信号が入力されるとともに
、ＯＰＣ部１１からＲＧＢセンサ１１１が受光した環境
光１０の受光強度に対応するＲＧＢ信号値が入力される
。制御部７は、ＲＧＢ信号値に基づき、メモリ７１に記
録された色温度設定テーブルを参照して色温度を設定し
、色温度調整部４６により、色温度に対応する色温度調
整ＬＵＴを用い、色温度調整部４６に入力されたＲＧＢ
信号値をガンマ補正して液晶パネル駆動部５へ出力し、
色温度を調整する。制御部７は、ＯＰＣ部１１からＲＧ
Ｂ信号値を取得した場合、該ＲＧＢ信号値の取得前１０
０ｍｓ以内にリモコン８からリモコン信号を受信してい
ると判定したときには色温度を調整しない。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像を表示する表示手段と、遠隔操作装置の操作信号を受信する受信手段と、前記表示
手段から所定範囲内の可視光の色信号を検出する色信号検出手段と、前記遠隔操作装置か
ら前記操作信号が入力され、前記色信号の検出値が逐次入力され、該検出値に基づいて前
記表示手段の画面の色温度を調整する制御手段とを備える映像表示装置において、
　前記制御手段は、前記遠隔操作装置から操作信号が入力された後、所定時間以内に、前
記色信号検出手段から検出値が入力された場合に、前記検出値に基づく色温度の調整を制
限するように構成されていることを特徴とする映像表示装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記遠隔操作装置から操作信号が入力された後、所定時間以内は、前
記色信号検出手段からの検出値を用いないことを特徴とする請求項１に記載の映像表示装
置。
【請求項３】
　前記色信号検出手段から検出値が入力された場合に、該検出値の入力前所定時間以内に
前記遠隔操作装置から前記操作信号が入力されたか否かを判定する判定手段を備え、
　前記制御手段は、前記判定手段により前記操作信号が入力されたと判定した場合に、前
記検出値を用いないことを特徴とする請求項２に記載の映像表示装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記遠隔操作装置から操作信号が入力された後、所定時間以内に前記
色信号検出手段から検出値が入力された場合に、前記操作信号の受信強度に応じて前記検
出値を補正することを特徴とする請求項１に記載の映像表示装置。
【請求項５】
　前記色信号検出手段から検出値が入力された場合に、該検出値の入力前所定時間以内に
前記遠隔操作装置から前記操作信号が入力されたか否かを判定する判定手段を備え、
　前記制御手段は、前記判定手段により前記操作信号が入力されたと判定した場合に、前
記操作信号の受信強度に応じて前記検出値を補正することを特徴とする請求項４に記載の
映像表示装置。
【請求項６】
　前記表示手段はバックライトを備え、前記制御手段は、前記色信号検出手段から入力さ
れる色信号の検出値に基づいて色温度とともに前記バックライトの輝度を調整するように
構成されていることを特徴とする請求項１から５までのいずれか１項に記載の映像表示装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、周囲の光（環境光）を検出して表示手段の画面の色温度を調整する映像表示
装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、昼夜の別及び部屋の照明器具の種類等による周囲光（環境光）の明るさに応じて
、表示手段の画面の輝度及び色温度を自動的に調整する機能を備えた映像表示装置が知ら
れている。前記環境光の照度を検出するＲＧＢセンサ等の光センサ（明るさセンサ）には
、フォトダイオード等の半導体で構成された受光素子が用いられている。しかし、受光素
子の材料であるシリコンは赤外光に感度のピークを有しており、赤外線通信方式のリモー
トコントロール装置（以下、リモコンという）からの操作信号を映像表示装置が受信した
場合には、赤外線の照射により光センサの出力値が大きく変化し、誤動作を引き起こす可
能性がある。
【０００３】
　特許文献１には、表示パネル側の外光照度を計測する第１の照度センサと、第１の照度
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センサよりも表示パネルまでの距離が長い位置で外光照度を計測する第２の照度センサと
を備える映像表示装置の発明が開示されている。この２つの照度センサからの出力に基づ
いて輝度調整を行うことにより、一方の照度センサが視聴環境とは大きく異なる照度を検
出した場合でも、その影響を抑制して外光照度に応じた輝度調整を行うことができる。
【０００４】
　また、非特許文献１には、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）それぞれ感度を有する３つの
フォトダイオードを１パッケージに収めており、受光部上に赤外カットフィルタを形成し
たカラーセンサの製品情報が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－７２２５号公報
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】浜松ホトニクス株式会社、“ＲＧＢカラーセンサ”、［online］、［平
成２２年５月１７日検索］、インターネット＜ＵＲＬ：ttp://jp.hamamatsu.com/product
s/sensor-ssd/pd146/index_ja.html＞
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上述の特許文献１の場合、照度センサを２個要し、コストが高くなるという問題がある
。
　非特許文献１の場合、至近距離からのリモコン信号照射時には赤外光の影響を除去しき
れないという問題がある。
　また、特に環境光の変化により現時点で設定されている色温度が周囲（視聴環境）と適
合しなくなった場合に、視聴者は違和感を覚えやすいが、特許文献１及び非特許文献１の
場合、精度良く色温度を調整することができない。
【０００８】
　本発明は斯かる事情に鑑みてなされたものであり、遠隔操作装置から操作信号が入力さ
れ、赤外光の影響を受ける期間は、色信号検出手段が検出した検出値に基づく色温度の調
整を制限するように構成することにより、赤外光の影響を抑制して、環境光に応じて安価
に精度良く色温度を調整することができる映像表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る映像表示装置は、映像を表示する表示手段と、遠隔操作装置の操作信号を
受信する受信手段と、前記表示手段から所定範囲内の可視光の色信号を検出する色信号検
出手段と、前記遠隔操作装置から前記操作信号が入力され、前記色信号の検出値が逐次入
力され、該検出値に基づいて前記表示手段の画面の色温度を調整する制御手段とを備える
映像表示装置において、前記制御手段は、前記遠隔操作装置から操作信号が入力された後
、所定時間以内に、前記色信号検出手段から検出値が入力された場合に、前記検出値に基
づく色温度の調整を制限するように構成されていることを特徴とする。
【００１０】
　本発明においては、遠隔操作装置から操作信号が入力された後、所定時間以内に、前記
色信号検出手段から検出値が入力された場合に、前記検出値に基づく色温度の調整を制限
するので、赤外光の影響を排除して、環境光に応じて安価に精度良く色温度を調整するこ
とができる。
【００１１】
　本発明に係る映像表示装置は、前記制御手段は、前記遠隔操作装置から操作信号が入力
された後、所定時間以内は、前記色信号検出手段からの検出値を用いないことを特徴とす
る。
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【００１２】
　本発明においては、遠隔操作装置から操作信号が入力された場合に、該操作信号の入力
から所定時間内に前記色信号検出手段から前記検出値を入力されたときは、前記検出値を
用いないので、赤外光の影響を排除して、環境光に応じて安価に精度良く色温度を調整す
ることができる。従って、良好にホワイトバランスが調整され、ユーザは違和感なく映像
を視聴することができる。
【００１３】
　本発明に係る映像表示装置は、前記色信号検出手段から検出値が入力された場合に、該
検出値の入力前所定時間以内に前記遠隔操作装置から前記操作信号が入力されたか否かを
判定する判定手段を備え、前記制御手段は、前記判定手段により前記操作信号が入力され
たと判定した場合に、前記検出値を用いないことを特徴とする。
【００１４】
　本発明においては、色信号検出手段から検出値が入力された場合に、該検出値の入力前
所定時間以内に遠隔操作装置から操作信号が入力されたときには、色信号検出手段からの
検出値を用いないので、赤外光の影響を排除して、環境光に応じて安価に精度良く色温度
を調整することができる。
【００１５】
　本発明に係る映像表示装置は、前記制御手段は、前記遠隔操作装置から操作信号が入力
された後、所定時間以内に前記色信号検出手段から検出値が入力された場合に、前記操作
信号の受信強度に応じて前記検出値を補正することを特徴とする。
【００１６】
　本発明においては、事前に遠隔操作装置の赤外線照射強度に応じた色信号検出手段の検
出値の変化量を求めておき、遠隔操作装置から操作信号が入力され、該操作信号の入力か
ら所定時間内に前記色信号検出手段から前記検出値を入力された場合には、例えば前記変
化量を削除するように補正することにより、赤外光の影響を適切に排除して、環境光に応
じて安価に精度良く色温度を調整することができる。そして、操作信号を受信し続けた場
合においても、毎回検出値の補正を行うことにより、赤外線の照射による影響を抑制し、
現在の周囲の環境に最適化された映像調整を行うことが可能となる。
【００１７】
　本発明に係る映像表示装置は、前記色信号検出手段から検出値が入力された場合に、該
検出値の入力前所定時間以内に前記遠隔操作装置から前記操作信号が入力されたか否かを
判定する判定手段を備え、前記制御手段は、前記判定手段により前記操作信号が入力され
たと判定した場合に、前記操作信号の受信強度に応じて前記検出値を補正することを特徴
とする。
【００１８】
　本発明においては、事前に遠隔操作装置の操作信号の受信強度に応じた色信号検出手段
の検出値の変化量を求めておき、色信号検出手段から検出値が入力され、該検出値の入力
前所定時間以内に遠隔操作装置から操作信号が入力された場合には、例えば前記変化量を
削除するように前記検出値を補正することにより、赤外光の影響を適切に排除して、環境
光に応じて安価に精度良く色温度を調整することができる。
【００１９】
　本発明に係る映像表示装置は、前記表示手段はバックライトを備え、前記制御手段は、
前記色信号検出手段から入力される色信号の検出値に基づいて色温度とともに前記バック
ライトの輝度を調整するように構成されていることを特徴とする。
【００２０】
　本発明においては、色温度の調整とともに、バックライトの輝度を調整するように構成
されている場合に、遠隔操作装置から操作信号が入力され、赤外光の影響を受ける期間は
色温度と同様にバックライトの輝度の調整を制限する。すなわち、検出値を用いない、又
は検出値を補正して、バックライトの輝度を調整するので、色温度とともに輝度も赤外光
の影響を排除して、環境光に応じて精度良く調整することができ、表示手段の画面のホワ
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イトバランス及び明るさを映像表示手段の視聴環境に良好に適合させることができる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、遠隔操作装置から操作信号が入力され、赤外光の影響を受ける期間は
、色信号検出手段が検出した検出値に基づく色温度の制御を制限するので、コストを掛け
ず、容易に赤外光の影響を抑制して、環境光に応じて安価に精度良く色温度を調整するこ
とができる。そして、遠隔操作装置の操作信号の受信時のみ制限するので、色温度の調整
に与える影響を最小限に抑えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の実施の形態１に係る映像表示装置としてのＴＶ受像機を示す正面図であ
る。
【図２】本発明の実施の形態１に係るＴＶ受像機の構成を示すブロック図である。
【図３】色温度調整ＬＵＴの一例を示す図である。
【図４】色温度のレベルを設定するための色温度設定テーブルの一例を示す図である。
【図５】デューティ比を設定するためのデューティ比設定テーブルの一例を示す図である
。
【図６】制御部のＲＧＢ信号の取得の時点と、リモコン信号の受信の時点とを示す説明図
である。
【図７】本発明の実施の形態１に係る制御部による色温度及び輝度の調整の処理手順を示
すフローチャートである。
【図８】本発明の実施の形態２に係る制御部による色温度及び輝度の調整の処理手順を示
すフローチャートである。
【図９】補正ＬＵＴの一例を示す図である。
【図１０】補正テーブルの一例を示す説明図である。
【図１１】本発明の実施の形態３に係る制御部による色温度及び輝度の調整の処理手順を
示すフローチャートである。
【図１２】本発明の実施の形態４に係る制御部による色温度及び輝度の調整の処理手順を
示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、本発明をその実施の形態を示す図面に基づき具体的に説明する。
実施の形態１．
　図１は本発明の実施の形態１に係る映像表示装置としてのＴＶ受像機１を示す正面図、
図２はＴＶ受像機１の構成を示すブロック図である。
　ＴＶ受像機１の正面の下部には、後述するフォトセンサ９１及びＲＧＢセンサ１１１が
備えられている。
【００２４】
　ＴＶ受像機１は、チューナ部３、映像処理部４、液晶パネル駆動部５、液晶パネル６、
制御部７、リモコン受信部９、ＯＰＣ（Optical Picture Control）部１１、バックライ
ト制御部（バックライト駆動回路）１２、及びバックライト１３を備える。リモコン受信
部９は、リモートコントロール装置（以下、リモコンという）８からの赤外線の操作信号
（リモコン信号）を受光するためのフォトセンサ９１を有し、このフォトセンサ９１によ
って受信したリモコン信号の受信処理を行い、対応するリモコンコードを制御部７へ出力
するように構成されている。
【００２５】
　チューナ部３は、アンテナ２により受信された放送信号の中からユーザの選局指示に対
応する放送信号を選択して、映像処理部４へ出力する。
【００２６】
　映像処理部４は、復調部４１、分離部４２、ビデオデコード部４３、オーディオデコー
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ド部４４、ビデオデータ処理部４５、色温度調整部４６、及び輝度調整部４７を備える。
　復調部４１はチューナ部３から入力された放送信号を多重化されたトランスポートスト
リーム（ＴＳ）信号へデジタル復調し、得られたＴＳ信号を分離部４２へ出力する。
　分離部４２は、復調部４１から入力されたＴＳ信号をビデオデータ及び音声データそれ
ぞれに分離する。また、分離部４２は放送信号からＥＰＧデータを抽出することも行う。
　分離部４２は、分離したビデオデータをビデオデコード部４３へ、音声データをオーデ
ィオデコード部４４へ出力する。分離部４２によって抽出されたＥＰＧデータは、制御部
７による書き込み制御によって後述するメモリ７１に記録される。
【００２７】
　オーディオデコード部４４は、分離部４２によって分離された音声データをデコードし
、スピーカ（図示せず）から出力できる形式のオーディオ出力信号に変換して、該スピー
カへ出力する。
　ビデオデコード部４３は、分離部４２によって分離されたビデオデータをデコードし、
ビデオデータ処理部４５へ出力する。
　ビデオデータ処理部４５は、入力されたビデオデータにつきｙｃ分離処理（輝度信号と
色信号の分離）、色空間変換処理、インターレース／プログレッシブ間の変換処理、シャ
ープネス、カラー、コントラスト、ブライトネス、ティント等の映像処理を行い、ＲＧＢ
信号（階調信号）を作成して、色温度調整部４６へ出力する。
【００２８】
　色温度調整部４６は、ビデオデータ処理部４５から入力されたＲＧＢ信号値（０～２５
５の階調信号値）をガンマ補正（ガンマカーブ制御）して、液晶パネル駆動部５へ与える
。色温度調整部４６は、後述するようにして制御部７が設定する色温度の各レベルに対応
した色温度調整ルックアップテーブル（以下、ＬＵＴという）を有しており、設定された
色温度のレベルに対応する色温度調整ＬＵＴを用いてガンマ補正を行う。
【００２９】
　色温度とは、黒体が放射する光の波長の分布を定量的な数値で表現するための尺度とし
て設けられた温度をいう。黒体とは理想的な電磁波の吸収・放射体をいう。黒体が放射す
る光の波長は、黒体の温度が低い時は赤味がかった色であり、温度が高くなると黄色味を
帯びた白になり、さらに高くなると青味がかった白となる。この色を黒体の温度、すなわ
ち色温度として表現する。単位として、絶対温度のＫ（ケルビン）を用いる。一般的に５
０００Ｋでは赤が強い暖色系の白色であり、９０００Ｋでは青味がかった白色になる。液
晶パネル６においては、白色の色温度を設定している。
【００３０】
　液晶パネル６においては、照明光及び外光等の環境光１０の明暗によって、見え方が変
化する。
　人は環境光１０のＢの強度が強い場合、液晶パネル６の画面の色温度が高い状態を好ま
しく感じ、環境光１０のＲの強度が強い場合、色温度が低い状態を好ましく感じる傾向が
ある。晴れた日の日中にはＢの強度が強くなるので、色温度を高くし、曇りの日はＢの強
度が比較的弱くなるので、色温度を比較的低くする。また、夜においては、ＴＶ受像機１
が設置されている部屋の照明器具が白熱電球である場合、色温度を低くし、白色ＬＥＤ照
明器具の場合、Ｂ成分が強くなるので、色温度を高く調整する。
【００３１】
　図３は、前記色温度調整ＬＵＴの一例を示す図である。
　例えば、色温度調整部４６に入力されたＲＧＢ信号のＲ成分：ＳＲの値が「２５０」で
ある場合、ＳＲ出力値を「２４８」とし、ＲＧＢ信号のＧ成分：ＳＧの入力値が「２５０
」である場合、出力値を「２５０」とし、ＲＧＢ信号のＢ成分：ＳＢの入力値が「２５０
」である場合、出力値を「２４２」とする。このように、ＲＧＢ信号の各成分の混合比率
を調整することにより、設定されたレベルの色温度の白色を表示することができる。
【００３２】
　色温度調整部４６は、ガンマ補正後のＲＧＢ信号を液晶パネル駆動部５及び輝度調整部
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４７へ出力する。
　液晶パネル駆動部５はガンマ補正後のＲＧＢ信号に基づいて、液晶パネル６を駆動する
。液晶パネル６において、このＲＧＢ信号に基づいたカラー映像が表示される。
【００３３】
　輝度調整部４７は、制御部７からバックライト１３をＰＷＭ（Pulse Width Modulation
）制御するためのデューティ比を与えられ、該デューティ比に基づきＰＷＭ信号を生成し
、このＰＷＭ信号によりバックライト駆動部１２を周期的にオン・オフさせて、バックラ
イト１３の明るさ（輝度）を調整する。輝度調整部４７が制御部７の指示によりＰＷＭ信
号のデューティ比を上げることにより、バックライト１３の明るさは上昇する。また、輝
度調整部４７がＰＷＭ信号のデューティ比を下げることにより、バックライトの明るさが
低下し、液晶パネル６の画面の輝度も低下する。
【００３４】
　制御部７は、例えばＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＴＶ受像機１の全体を制御
するための制御プログラムを格納したメモリ７１、及び作業領域としてのＲＡＭ等を備え
たマイクロコンピュータ（マイコン）で構成される。ＣＰＵが、格納された制御プログラ
ムをＲＡＭ上に読み出し処理中のデータを一時的にＲＡＭに格納しながらその制御プログ
ラムを実行する。
　そして、制御部７は、後述するＯＰＣ部１１から入力されるＲＧＢセンサ１１１の検出
データに基づき、色温度調整部４６及び輝度調整部４７を制御して、液晶パネル６の画面
の色温度及び輝度の調整を行う。メモリ７１には後述する色温度設定テーブル及びデュー
ティ比設定テーブルが記録されている。
【００３５】
　制御部７には、リモコン８から発信される赤外線のリモコン信号を受光するリモコン受
信部９と、液晶パネル６の周囲の環境光１０の明るさを検出するための前記ＯＰＣ部１１
とが接続されている。
【００３６】
　ＯＰＣ部１１は、表示装置１の周囲の環境光１０を受光するためのＲＧＢセンサ１１１
を有する。ＯＰＣ部１１はＲＧＢセンサ１１１が受光した環境光１０のＲ成分，Ｇ成分，
Ｂ成分の受光強度（輝度）に応じた信号値（０～２５５の階調信号値）であるＳＲ，ＳＧ
，ＳＢを制御部７へ出力する。
【００３７】
　次に、以上のように構成されたＴＶ受像機１における液晶パネル６の画面の色温度及び
輝度の調整について説明する。
　本実施の形態のＴＶ受像機１においては、制御部７は、ＯＰＣ部１１から入力された信
号値ＳＲ，ＳＧ，ＳＢに基づき色温度設定テーブルを参照して色温度のレベルを設定する
。
【００３８】
　図４は、色温度のレベルを設定するための色温度設定テーブルの一例を示す図である。
　色温度として１０のレベルが設けられており、レベル１（最高）が９５００Ｋ、レベル
１０（最低）が４５００Ｋの色温度であるとする。色温度のレベル１～１０に対応して、
ＲＧＢ信号の入力値（ＳＲ，ＳＧ，ＳＢの入力値）と出力ＲＧＢ信号値（ＳＲ，ＳＧ，Ｓ
Ｂ出力値）とを対応付けたＮｏ．１～Ｎｏ．１０の色温度調整ＬＵＴ（図３参照）が色温
度調整部４６に用意されている。
【００３９】
　色温度設定テーブルには、ＯＰＣ部１１から入力されたＳＲ，ＳＧ，ＳＢそれぞれの範
囲と、色温度のレベルと、色温度調整ＬＵＴとが対応付けて記録されている。例えばＳＲ
，ＳＧ，ＳＢがａ≦ＳＲ≦ｂ，ｃ≦ＳＧ≦ｄ，ｅ≦ＳＢ≦ｆの範囲内にある場合、色温度
のレベルを１に設定し、Ｎｏ．１のＬＵＴを用いることになる。
【００４０】
　また、制御部７は、ＯＰＣ部１１から入力された環境光１０の輝度に応じた電圧値（以
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下、輝度電圧値という）に基づきデューティ比設定テーブルを参照してデューティ比を設
定する。
　図５は、デューティ比を設定するためのデューティ比設定テーブルの一例を示す図であ
る。
　デューティ比設定テーブルには、ＯＰＣ部１１から入力される輝度電圧値（Ｖ）と、Ｐ
ＷＭ制御のレベルと、輝度調整部４７が作成するＰＷＭ信号のデューティ比（％）とが対
応付けて記録されている。
　輝度電圧値が０．４未満である場合、レベル１（最低）に設定し、デューティ比を１０
％にし、輝度電圧値が２．０以上である場合、レベル１０（最高）に設定し、デューティ
比を８０％にする。
【００４１】
　以下に、制御部７による色温度及び輝度の調整の処理について説明する。
　図６は、制御部７のＲＧＢ信号の取得（読み出し）の時点と、リモコン信号の受信の時
点とを示す説明図である。上側の線図はＲＧＢ信号の取得の時点を示し、下側の線図はリ
モコン信号の受信の時点を示す。図６に示すように、ＯＰＣ部１１から制御部７へＲＧＢ
信号値が１００ｍｓ（ｓｅｃ）毎に入力され（更新され）、制御部７は入力されたＲＧＢ
信号値を１ｓ毎に制御用データとして取得する。
【００４２】
　図７は、制御部７による色温度及び輝度の調整の処理手順を示すフローチャートである
。
　まず、制御部７は、ＯＰＣ部１１から制御用データとしてのＲＧＢ信号値を取得する（
Ｓ１）。
　そして、制御部７は、ＲＧＢ信号値の取得前にリモコン信号を受信したか否かを判定す
る（Ｓ２）。制御部７はリモコン信号を受信していないと判定した場合（Ｓ２：ＮＯ）、
処理をステップＳ４へ進める。
【００４３】
　制御部７はリモコン信号を受信したと判定した場合（Ｓ２：ＹＥＳ）、該リモコン信号
の受信からＲＧＢ信号値を取得するまでの時間が、１００ｍｓ以内であるか否かを判定す
る（Ｓ３）。
　制御部７は、前記時間が１００ｍｓ以内であると判定した場合（Ｓ３：ＹＥＳ）、処理
をステップＳ１へ戻す。図６において、２回目のリモコン信号を受信した後、２回目にＲ
ＧＢ信号を取得した場合がこれに相当する。２回目にＲＧＢ信号を受信した時点は、リモ
コン信号を受信した時点から１００ｍｓ以内である。なお、前記間隔は赤外線の照射によ
りＲＧＢセンサ１１１が影響を受け得る時間であり、ＲＧＢ信号値の更新の間隔である１
００ｍｓに限定されるものではない。２００ｍｓ等の適宜の間隔を設定することができ、
確実に赤外光の影響を排除するために、長めに間隔を設定してもよい。
【００４４】
　制御部７は、前記時間が１００ｍｓ以内でない、すなわち１００ｍｓを超えていると判
定した場合（Ｓ３：ＮＯ）、色温度及びデューティ比を設定する（Ｓ４）。図６において
、１回目のリモコン信号を受信した後、１回目にＲＧＢ信号値を取得した場合がこれに相
当する。
　制御部７は、取得したＲＧＢ信号値（ＳＲ，ＳＧ，ＳＢ）に基づき上述の図４の色温度
設定テーブルを参照して色温度を設定する。同時に、制御部７は、取得したＲＧＢ信号値
に対応する輝度電圧値に基づき上述の図５のデューティ比設定テーブルを参照してデュー
ティ比を設定する。
【００４５】
　制御部７は、色温度調整部４６により、設定したレベルに対応する色温度調整ＬＵＴを
用い、ビデオデータ処理部４５から入力されたＲＧＢ信号値をガンマ補正して液晶パネル
駆動部５へ出力して、色温度を調整する。そして、制御部７は、設定されたデューティ比
に基づき輝度調整部４７によりＰＷＭ信号を生成させ、このＰＷＭ信号によりバックライ
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ト駆動部１２を周期的にオン・オフさせて、バックライト１３の輝度（明るさ）を調整し
、処理を終了する（Ｓ５）。
【００４６】
　本実施の形態においては、制御部７がＯＰＣ部１１からＲＧＢ信号値を取得した場合に
、該検出値の取得前１００ｍｓ以内にリモコン８からリモコン信号を受信したときには、
色温度及び輝度を調整しないので、赤外光の影響を排除して、ＲＧＢセンサ１１１を増設
することなく、環境光１０に応じて安価に精度良く色温度及び輝度を調整することができ
る。従って、良好にホワイトバランス及び明るさを視聴環境に良好に適合させることがで
き、ユーザは違和感なく映像を視聴することができる。
【００４７】
実施の形態２．
　本発明の実施の形態２に係るＴＶ受像機１は実施の形態１に係るＴＶ受像機１と同一の
構成を有し、制御部７による色温度及び輝度の調整の処理が実施の形態１に係る色温度調
整の処理と異なる。
　本実施の形態においては、リモコン信号を受信した後、１００ｍｓ以内に制御用データ
としてのＲＧＢ信号値が取得された場合に、色温度及び輝度の調整を行わないように構成
されている。
【００４８】
　以下に、制御部７による色温度及び輝度の調整について説明する。
　図８は、制御部７による色温度及び輝度の調整の処理手順を示すフローチャートである
。
　まず、制御部７は、リモコン信号を受信したか否かを判定する（Ｓ１１）。制御部７は
、リモコン信号を受信していないと判定した場合（Ｓ１１：ＮＯ）、この処理を繰り返す
。
　次に、制御部７はリモコン信号を受信したと判定した場合（Ｓ１１：ＹＥＳ）、制御用
データとしてのＲＧＢ信号値を取得したか否かを判定する（Ｓ１２）。制御部７は、ＲＧ
Ｂ信号値を取得していないと判定した場合（Ｓ１２：ＮＯ）、この処理を繰り返す。
【００４９】
　そして、制御部７はＲＧＢ信号値を取得したと判定した場合（Ｓ１２：ＹＥＳ）、リモ
コン信号の受信から１００ｍｓ以内にＲＧＢ信号値を取得したか否かを判定する（Ｓ１３
）。制御部７は１００ｍｓ以内にリモコン信号を受信したと判定した場合（Ｓ１３：ＹＥ
Ｓ）、処理をステップＳ１２へ戻す。
【００５０】
　制御部７は、リモコン信号の受信から１００ｍｓ以内にＲＧＢ信号値を取得していない
と判定した場合（Ｓ１３：ＮＯ）、すなわち、１００ｍｓを超えていると判定した場合、
取得したＲＧＢ信号値に基づき色温度設定テーブルを参照して色温度を設定するとともに
、取得したＲＧＢ信号値に対応する輝度電圧値に基づきデューティ比設定テーブルを参照
してデューティ比を設定する（Ｓ１４）。
　制御部７は、色温度調整部４６により、設定したレベルに対応する色温度調整ＬＵＴを
用い、ビデオデータ処理部から入力されたＲＧＢ信号値をガンマ補正して液晶パネル駆動
部５へ出力し、色温度を調整する。同時に、制御部７は、設定されたデューティ比に基づ
き輝度調整部４７によりＰＷＭ信号を生成させ、このＰＷＭ信号によりバックライト駆動
部１２を周期的にオン・オフさせて、バックライト１３の輝度（明るさ）を調整し、処理
を終了する（Ｓ１５）。
【００５１】
　本実施の形態においては、制御部７がリモコン８からリモコン信号を受信した場合に、
受信後１００ｍｓ以内にＲＧＢ信号値を取得したときには、色温度及び輝度を調整しない
ので、赤外光の影響を排除して、ＲＧＢセンサ１１１を増設することなく、環境光１０に
応じて安価に精度良く色温度及び輝度を調整することができる。従って、良好にホワイト
バランス及び明るさを視聴環境に良好に適合させることができ、ユーザは違和感なく映像
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を視聴することができる。
【００５２】
実施の形態３．
　本発明の実施の形態３に係るＴＶ受像機１は実施の形態１に係るＴＶ受像機１と同一の
構成を有し、制御部７による色温度及び輝度の調整の処理が実施の形態１又は２に係る色
温度調整の処理と異なる。
　本実施の形態においては、ＲＧＢ信号値を取得した場合、取得前１００ｍｓ以内にリモ
コン信号を受信しているときにはＲＧＢ信号値及び輝度電圧値を補正して、色温度及び輝
度の調整を行うように構成されている。
【００５３】
　本実施の形態においては、予め、ＴＶ受像機１からの距離及びリモコン信号の内容等に
よって想定されるリモコン信号の複数のレベルの受信強度（ここではＮ０．１～Ｎ０．７
の７つのレベルとする）と、リモコン信号の受信（赤外線の照射）によるＲＧＢ信号値及
び輝度電圧値の変化量との関係を調べておく。受信強度の最低のレベルをレベル１とし、
最高のレベルをレベル７とする。そして、その結果に基づき、制御部７にＲＧＢ信号値が
入力された場合にリモコン９の赤外光に起因する検出値の変化量を削除して補正するため
に、入力したＲＧＢ信号値と補正後のＲＧＢ信号値とを対応付けた補正ＬＵＴを作成して
おく。具体的には、入力したＳＲ，ＳＧ，ＳＢに補正係数を乗じた値、又はレベルに対応
して設定した値を加減した値が、補正後のＳＲ，ＳＧ，ＳＢとして記録されている。
　図９は、この補正ＬＵＴの一例を示す図である。
　例えば、色温度調整部４６に入力されたＳＲの値が「２５０」である場合、ＳＲ補正値
を「２３７」とし、ＳＧの入力値が「２５０」である場合、ＳＲ補正値を「２４３」とし
、ＳＢの入力値が「２５０」である場合、ＳＢ補正値を「２４８」とする。
【００５４】
　そして、入力した輝度電圧値に乗じる補正係数を求めておく。受信強度のレベル１の場
合、補正係数はａであり、レベル７の場合、補正係数はｇである。また、前記輝度電圧値
に補正係数を乗じる代わりに、前記輝度電圧値からレベルに対応して設定した値を減じる
ことにしてもよい（図１０参照）。
【００５５】
　制御部７のメモリ７１には、上述のようにして求めたリモコン信号の受信強度と、受信
強度のレベルと、補正ＬＵＴと、輝度の補正係数とを対応付けた補正テーブルが記録され
ている。
　図１０は、この補正テーブルの一例を示す説明図である。
【００５６】
　以下に、制御部７による色温度及び輝度の調整について説明する。
　図１１は、制御部７による色温度及び輝度の調整の処理手順を示すフローチャートであ
る。
　まず、制御部７は、制御用データとしてのＲＧＢ信号値を取得する（Ｓ２１）。
　そして、制御部７は、ＲＧＢ信号値の取得前にリモコン信号を受信したか否かを判定す
る（Ｓ２２）。制御部７はリモコン信号を受信していないと判定した場合（Ｓ２２：ＮＯ
）、処理をステップＳ２５へ進める。
【００５７】
　制御部７はリモコン信号を受信したと判定した場合（Ｓ２２：ＹＥＳ）、該リモコン信
号の受信からＲＧＢ信号値を取得するまでの時間が、１００ｍｓ以内であるか否かを判定
する（Ｓ２３）。制御部７は前記時間が１００ｍｓ以内でない、すなわち１００ｍｓを超
えていると判定した場合（Ｓ２３：ＮＯ）、処理をステップＳ２５へ進める。
【００５８】
　制御部７は前記時間が１００ｍｓ以内であると判定した場合（Ｓ２３：ＹＥＳ）、ＲＧ
Ｂ信号値及び輝度電圧値を補正する（Ｓ２４）。
　制御部７は、リモコン信号を受信したときの受信強度に基づき、前記補正テーブルを参
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照して、補正ＬＵＴ及び輝度の補正係数を選択し、補正ＬＵＴによりＲＧＢ信号値を補正
するとともに、補正係数により輝度電圧値を補正する。
【００５９】
　制御部７は、補正したＲＧＢ信号値（ＳＲ，ＳＧ，ＳＢ値）に基づき上述の色温度設定
テーブルを参照して色温度を設定する。同時に、制御部７は、補正した輝度電圧値に基づ
き上述のデューティ比設定テーブルを参照してデューティ比を設定する（Ｓ２５）。
　制御部７は、色温度調整部４６により、設定したレベルに対応する色温度調整ＬＵＴを
用い、ビデオデータ処理部４５から入力されたＲＧＢ信号値をガンマ補正して液晶パネル
駆動部５へ出力して、色温度を調整する。同時に、制御部７は、設定されたデューティ比
に基づき輝度調整部４７によりＰＷＭ信号を生成させ、このＰＷＭ信号によりバックライ
ト駆動部１２を周期的にオン・オフさせて、バックライト１３の輝度（明るさ）を調整し
、処理を終了する（Ｓ２６）。
【００６０】
　本実施の形態においては、事前にリモコン８の赤外線照射強度に応じたＲＧＢセンサ１
１１１の検出値の変化量（ＯＰＣ部１１からのＲＧＢ信号値の変化量）を求めておき、Ｒ
ＧＢ信号値を取得した場合、取得前１００ｍｓ以内にリモコン信号を受信しているときに
受信に起因する変化量を削除するように補正して色温度及びデューティ比を設定するので
、赤外光の影響を適切に排除して、環境光１０に応じて安価に精度良く色温度及び輝度を
調整することができる。そして、リモコン信号を受信し続けた場合においても、毎回検出
値の補正を行うことにより、赤外光の影響を抑制し、液晶パネル６の画面のホワイトバラ
ンス及び明るさを現在の周囲の環境に応じて最適化することができる。
【００６１】
　なお、本実施の形態においては、補正ＬＵＴを用いてＲＧＢ信号値を補正する場合につ
き説明しているがこれに限定されるものではなく、リモコン信号の受信強度のレベル毎に
ＳＲ，ＳＧ，ＳＢ別の補正係数を求めておき、入力されたＳＲ，ＳＧ，ＳＢに都度、補正
係数を乗じたり、定数を減じたりして、補正ＳＲ，ＳＧ，ＳＢを求めることにしてもよい
。
【００６２】
実施の形態４．
　本発明の実施の形態４に係るＴＶ受像機１は実施の形態１に係るＴＶ受像機１と同一の
構成を有し、制御部７による色温度及び輝度の調整の処理が実施の形態１乃至３に係る色
温度及び輝度の調整の処理と異なる。
　本実施の形態においては、リモコン信号を受信した後、１００ｍｓ以内に制御用データ
としてのＲＧＢ信号値が取得された場合には、ＲＧＢ信号値及び輝度電圧値を補正して、
色温度及び輝度の調整を行うように構成されている。
　制御部７のメモリ７１には、実施の形態３と同様にして求められた補正テーブルが記録
されている。
【００６３】
　以下に、制御部７による色温度及び輝度の調整について説明する。
　図１２は、制御部７による色温度及び輝度の調整の処理手順を示すフローチャートであ
る。
　まず、制御部７は、リモコン信号を受信したか否かを判定する（Ｓ３１）。制御部７は
、リモコン信号を受信していないと判定した場合（Ｓ３１：ＮＯ）、この処理を繰り返す
。
　次に、制御部７はリモコン信号を受信したと判定した場合（Ｓ３１：ＹＥＳ）、制御用
データとしてのＲＧＢ信号値を取得したか否かを判定する（Ｓ３２）。制御部７は、ＲＧ
Ｂ信号値を取得していないと判定した場合（Ｓ３２：ＮＯ）、この処理を繰り返す。
【００６４】
　そして、制御部７はＲＧＢ信号値を取得したと判定した場合（Ｓ３２：ＹＥＳ）、リモ
コン信号の受信から１００ｍｓ以内にＲＧＢ信号値を取得したか否かを判定する（Ｓ３３
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）。制御部７はリモコン信号の受信から１００ｍｓ以内でない、すなわち１００ｍｓを超
えていると判定した場合（Ｓ３３：ＮＯ）、処理をステップＳ３５へ進める。
【００６５】
　制御部７は、１００ｍｓ以内にＲＧＢ信号値を取得したと判定した場合（Ｓ３３：ＹＥ
Ｓ）、リモコン信号を受信したときの受信強度に基づき、補正テーブルを参照して、補正
ＬＵＴ及び輝度の補正係数を選択し、該補正ＬＵＴによりＲＧＢ信号値を補正するととも
に、輝度電圧値を補正する（Ｓ３４）。
【００６６】
　制御部７は、補正したＲＧＢ信号値に基づき上述の色温度設定テーブルを参照して色温
度を設定するとともに、補正した輝度電圧値に基づき上述のデューティ比設定テーブルを
参照してデューティ比を設定する（Ｓ３５）。
　制御部７は、色温度調整部４６により、設定したレベルに対応する色温度調整ＬＵＴを
用い、ビデオデータ処理部４５から入力されたＲＧＢ信号値をガンマ補正して液晶パネル
駆動部５へ出力して、色温度を調整する。同時に、制御部７は、設定されたデューティ比
に基づき輝度調整部４７によりＰＷＭ信号を生成させ、このＰＷＭ信号によりバックライ
ト駆動部１２を周期的にオン・オフさせて、バックライト１３の輝度を調整し、処理を終
了する（Ｓ３６）。
【００６７】
　本実施の形態においては、事前にリモコン８の赤外線照射強度に応じたＲＧＢセンサ１
１１の検出値の変化量を求めておき、リモコン信号を受信した後、１００ｍｓ以内に制御
用データとしてのＲＧＢ信号値が取得された場合に、検出値の変化量を削除するように補
正して色温度及びデューティ比を設定するので、赤外光の影響を適切に排除して、環境光
１０に応じて安価に精度良く色温度及び輝度を調整することができる。そして、リモコン
信号を受信し続けた場合においても、毎回検出値の補正を行うことにより、赤外光の照射
を抑制し、液晶パネル６の画面のホワイトバランス及び明るさを現在の周囲の環境に応じ
て最適化することができる。
【００６８】
　なお、本発明に係る映像表示装置としてのＴＶ受像機１は、リモコン８からリモコン信
号が入力され、赤外光の影響を受ける期間は、ＯＰＣ部１１が検出した検出値に基づく色
温度及び輝度の調整を制限するものであればよく、具体的な色温度及びデューティ比の設
定方法は前記実施の形態１乃至４において説明した場合には限定されるものではない。
　また、制御部７はリモコン８からリモコン信号が入力された後、所定時間以内はＯＰＣ
部１１から制御用データとしてのＲＧＢ信号値を取得しないように構成することにしても
よい。
【００６９】
　そして、前記実施の形態１乃至４においては、色温度とともに輝度も調整する場合につ
き説明しているがこれに限定されるものではない。環境光１０の変化により現時点で設定
されている色温度と適合しなくなった場合に、視聴者は特に違和感を覚えやすいので、精
度良く色温度を調整する必要があるが、輝度は環境光１０の変化に応じて調整しないこと
にしてもよい。但し、輝度も調整する方が、より視聴環境に適合して映像を調整すること
ができるので好ましい。
【００７０】
　また、ＴＶ受像機１がＯＰＣ部１１を備える場合につき説明しているがこれに限定され
るものではなく、ＯＰＣ部１１はＴＶ受像機１に外部接続されるものであってもよい。
【符号の説明】
【００７１】
　１　ＴＶ受像機
　２　アンテナ
　３　チューナ部
　４　映像処理部
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　４１　復調部
　４２　分離部
　４３　ビデオデコード部
　４４　オーディオデコード部
　４５　ビデオデータ処理部
　４６　色温度調整部
　４６１　色温度調整ＬＵＴ
　４７　輝度調整部
　５　液晶パネル駆動部
　６　液晶パネル
　７　制御部
　７１　メモリ
　８　リモコン
　９　リモコン受信部
　９１　フォトセンサ
　１０　環境光
　１１　ＯＰＣ部
　１１１　ＲＧＢセンサ
　１２　バックライト駆動部
　１３　バックライト

【図１】 【図２】
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